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道路メンテナンス年報（平成28年度）の概要
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【機密性２】
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市町村

合計

橋梁の判定区分

判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 803 184
140 37 7 0

76% 20% 4% 0%

高速道路会社 479 145
9 111 25 0

6% 77% 17% 0%

滋賀県
(滋賀県道路公社を含む)

3008 1024
256 716 51 1

25% 70% 5% 0%

市町 7848 1624
1253 296 73 2

77% 18% 5% 0%

合計 12138 2977
1658 1160 156 3

56% 39% 5% 0%

滋賀県内の平成２８年度点検結果（橋梁）

＜平成２８年度管理者別点検結果（橋梁）＞

【機密性２】滋賀県内の平成２８年度点検結果（トンネル）

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 13 4
1 1 2 0

25% 25% 50% 0%

高速道路会社 18 4
0 4 0 0

0% 100% 0% 0%

滋賀県
(滋賀県道路公社を含む)

45 12
0 8 4 0

0% 67% 33% 0%

市町 8 0
0 0 0 0

0% 0% 0% 0%

合計 84 20
1 13 6 0

5% 65% 30% 0%

＜平成２８年度管理者別点検結果（トンネル）＞

1 (25%)

1 (5%)

1 (25%)

4(100%)

8(67%)

0(0%)

13 (65%)

2 (50%)

4(33%)

6 (30%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国土交通省

高速道路会社

滋賀県

市町村

合計

トンネルの判定区分

判定区分Ⅰ 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ -1-

資料2-2



【機密性２】滋賀県内の平成２８年度点検結果（道路附属物等）

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 99 20
11 9 0 0

55% 45% 0% 0%

高速道路会社 263 58
24 28 6 0

42% 48% 10% 0%

滋賀県
(滋賀県道路公社を含む)

64 20
8 11 1 0

40% 55% 5% 0%

市町 35 3
0 1 2 0

0% 33% 67% 0%

合計 461 101
43 49 9 0

43% 48% 9% 0%

＜平成２８年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞
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自治体職員を対象とした橋梁メンテナンス研修

平成26年より、5年に1度すべての橋梁等の点検を行い、併せて診断を行うこと
が、道路管理者に義務づけられました。橋梁メンテナンス初級Ⅰ研修は、業務に
携わる職員に橋梁構造や点検に関する必要な専門知識を付与し、道路管理者に
義務づけられた業務の円滑な推進を図ることを目的として実施しています。
平成26～29年度の4年間で550名を超える※自治体職員が受講されます。

※橋梁の補修補強工事に関するカリキュラムの橋梁メンテナンス初級Ⅱ
研修やトンネルメンテナンス研修を含んでいます。

研修受講者数
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計

橋梁メンテナンス初級Ⅰ 104 120 110 115 449
橋梁メンテナンス初級Ⅱ 10 12 12 23 57
トンネルメンテナンス 10 11 8 19 48
合計 124 143 130 157 554
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【機密性２】平成２９年度における点検・診断の地域一括発注状況

◯各市町と公益財団法人滋賀建設技術センターが委託契約を締結
◯公益財団法人滋賀県建設技術センターが点検・診断の地域一括発注を実施する
【平成29年度】
・ 16市町、1,875橋で実施（今後変更予定）

※平成29年11月現在
市町村名 平成29年度予定

① 大津市 211 

② 彦根市 126 

③ 長浜市 207 

④ 近江八幡市 87 

⑤ 草津市 74 

⑥ 守山市 118 

⑦ 栗東市 183 

⑧ 甲賀市 130 

⑨ 野洲市 54 

⑩ 湖南市 67 

⑪ 高島市 178 

⑫ 東近江市 168 

⑬ 米原市 103 

⑭ 日野市 36 

⑮ 竜王町 ※H26年度にすべて点検終了

⑯ 愛荘町 64 

⑰ 豊郷町 ※H27年度にすべて点検終了

⑱ 甲良町 69

⑲ 多賀町 ※H26年度にすべて点検終了

合計 1,875 
-1-
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直轄診断実施箇所 措置

三島大橋（福島県三島町） 修繕代行事業

大渡ダム大橋（高知県仁淀川町） 修繕代行事業

大前橋（群馬県嬬恋村） 大規模修繕・更新補助事業

沼尾シェッド（福島県南会津郡下郷町） 修繕代行事業

猿飼橋（奈良県吉野郡十津川村） 修繕代行事業

呼子大橋（佐賀県唐津市呼子町） 修繕代行事業

万石橋（秋田県湯沢市） 修繕代行事業

御鉾橋（群馬県神流町） 修繕代行事業

音沢橋（富山県黒部市）

乙姫大橋（岐阜県中津川市）

直轄診断について

○地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設
について、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテ
ナンス技術集団」による直轄診断を実施。
○診断の結果、診断内容や地域の実情等に応じ、修繕代行事業、大規模修繕・更新事業等を実施。

【直轄診断実施箇所とその後の対応】【全体の流れ】

【平成２９年度 直轄診断実施箇所】

■音沢橋（富山県黒部市） ■乙姫大橋（岐阜県中津川市）

＜乙姫大橋の状況＞＜音沢橋の状況＞

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新補助事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

年
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耐候性鋼材に層状の剥離

下部工にASRによる
劣化が疑われる

鉄筋の露出
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【機密性２】

日 時 ： 平成29年11月10日 18：00～20：00
場 所 ： 滋賀県高島市マキノ町野口地先
参加者 ： 15名
施工者 ： （株）桑原組

滋賀県道路メンテナンス会議主催により、道路の維持管理に
携わる県市町職員の技術力向上を目的とした現場研修会を開
催しました。研修会は、滋賀国道事務所が発注する野口跨道
橋撤去の現場を活用して行いました。
跨道橋撤去は１１月１０日１４時～１１日１１時の２１時間にわ
たり 国道１６１号を全面通行止めして行い、３６０t吊クレーンに
よる桁撤去やワイヤーソーによる桁・橋脚の切断等、撤去に関
する技術を間近に見ることができました。

～県市町職員の技術力向上のため
野口跨道橋撤去現場を活用した現場研修会を開催～

【野口跨道橋】

【360t吊クレーンによる桁撤去（中央径間）】

【ワイヤーソーによる桁切断】

橋梁撤去工事という施工事例の

少ない工事を見学することができ
た。本工事は国道161号を規制す
るため、地元調整、公安協議、地
元周知、工法選定、工程管理等の
重要性を感じることができ、有益
な研修であった。

【参加者のコメント】

【現場研修会の概要】

形 式：PC3径間
プレテンション床版橋

橋 長：33.0m
全幅員：2.1m

桁切断面

【工事概要説明】

【360t吊クレーンによる桁撤去（側径間）】

-1-
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【機密性２】

日 時 ： 平成29年11月21日 13：30～16：10
場 所 ： 滋賀県大津市穴太地先
参加者 ： 14名
施工者 ： （株）三東工業社

滋賀県道路メンテナンス会議主催により、道路の維持管理に
携わる県市町職員の技術力向上を目的とした現場研修会を開
催しました。研修会は滋賀国道事務所が発注する国道１６１号
穴太高架橋（下）補強補修工事の現場を活用して行いました。
研修会では設計の考え方、ひび割れ補修工法や橋脚の耐震
補強の施工状況、落橋防止装置の仕組みなどについて学びま
した。

～県市町職員の技術力向上のため
穴太高架橋（下）補強補修工事を活用した現場研修会を開催～

設計の根幹を理解する良い機
会になりました。また上空制限
や遺跡があるため、苦労されて
いることや工夫している点につ
いて参考になりました。
橋梁の耐震補強工事は近年
行っておらず、あまり知識のな
い分野であったため貴重な体
験をすることができました。

【参加者のコメント】

【現場研修会の概要】

【工事概要説明】 【ひび割れ注入工の説明】 【ひび割れ注入工の実演】

【橋脚の耐震補強の説明】 【落橋防止装置の説明】

【位置図】

穴太高架橋（下）

橋長：708.0m
上部工：3径間連結PCプレテンT桁×6連

＋PCプレテン単純T桁
＋6径間連続PCポステン箱桁
＋3径間連結PCプレテンT桁
＋単純プレビーム合成桁

下部工：張出式橋脚、二柱式橋脚、
壁式橋脚

穴太高架橋（下） 概要
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【機密性２】

日 時 ： 平成29年12月8日 14：00～16：30
場 所 ： 滋賀県長浜市唐国町地先
参加者 ： ２１名
施工者 ： 田中シビルテック（株）

滋賀県道路メンテナンス会議主催により、道路の維持管理に
携わる県市町職員の技術力向上を目的とした現場研修会を開
催しました。研修会は滋賀国道事務所が発注する国道８号新
田川橋橋梁補修工事の現場を活用して行いました。
研修会ではコンクリート床版の塩害対策工法のメカニズムや
施工状況、使用材料の実験、模擬施工の実演などについて学
びました。

～県市町職員の技術力向上のため
新田川橋橋梁補修工事を活用した現場研修会を開催～

知らない工法の説明だったの
で、大変参考になりました。簡易
的な補修が可能という所も魅力
的でした。
施工工法の実験、実演をまじえ
た説明で、非常にわかりやす
かった。また長所や短所につい
ても、現場の意見を聞くことがで
きる良い機会でした。

【参加者のコメント】

【現場研修会の概要】

【工事概要説明】 【施行状況の説明】 【表面含浸材の説明】

【塩分吸着剤の実験】 【吹付による断面修復の実演】

【位置図】

新田川橋

橋長 ：62.0m
全幅員 ：8.8m
上部工 ：鋼2径間単純合成鈑桁
下部工 ：A1，A2橋台 逆T式橋台

P1橋脚 T型橋脚
基礎 ：A1，A2橋台 PC杭基礎

P1橋脚 ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ基礎

新田川橋の概要
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